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1111....    アジアアジアアジアアジア////北米東海岸航路における北米東海岸航路における北米東海岸航路における北米東海岸航路におけるパナマ運河パナマ運河パナマ運河パナマ運河の利用増加の利用増加の利用増加の利用増加    

海運アライアンスの「ザ・アライアンス(*1)」および「オーシャンアライアンス(*2)」は、2017 年 4 月か

ら開始する新サービス概要を相次いで発表しました。両アライアンスとも、アジア/北米東海岸航路

において、スエズ運河よりもパナマ運河の利用を増やす予定としており、既に最大手アライアンスの

「2M アライアンス(*3)」もパナマ運河へのシフトを発表しています。海運業界全体がパナマ運河の拡

張による大型船の通航をメリットと捉えており、物流ルートの変更を行っています。パナマ運河の利

用増加により、北米メキシコ湾岸および東海岸の物量増加も見込まれます。 

 

(*1)日本郵船、商船三井、川崎汽船、Hapag Lloyd、陽明海運が 2017 年 4 月以降に所属予定の海運アライアンス。 

(*2) CMA CGM、OOCL、COSCO、Evergreen が 2017 年 4 月以降に所属予定の海運アライアンス。 

(*3) A.P.モラー・マースク、MSC が所属する海運アライアンス。 

 

2222. . . . 米国の物流および経済の活性化米国の物流および経済の活性化米国の物流および経済の活性化米国の物流および経済の活性化    

 前述の通り、海運業界全体でパナマ運河の利用増加が見込まれることから、パナマ運河の拡張に

よって米国へ輸入されるコンテナの約 10%が米国西海岸揚げから東海岸揚げへシフトする見通しと

の調査結果もあります。既に、米国バージニア港では2016年10月の月間貨物取扱量が過去最高を

記録、2015 年の年間貨物取扱量が過去最高だったバージニア州隣接のメリーランド州・ボルチモア 

 

TOKIO MARINE Topics (物流関連速報) 
パナマ運河拡張後の国際貿易の現状 〜現地視察を通じて〜 

パナマ運河拡張後の新水路概要と国際物流への影響は本年6月27日号でご案内の通りですが、

拡張工事完了から約半年が経過し、12 月 14 日には新パナマックス型の通峡が 500 船目を迎える

など注目が高まっています。そのホットなパナマ運河の最新動向について弊社社員が現地を視察

し、同地でインタビューを実施しましたので、本号ではその概要についてお届けします。 

パナマ運河のミラ・フローレス閘門から見る、新水路を通航するコンテナ船とタグボートパナマ運河のミラ・フローレス閘門から見る、新水路を通航するコンテナ船とタグボートパナマ運河のミラ・フローレス閘門から見る、新水路を通航するコンテナ船とタグボートパナマ運河のミラ・フローレス閘門から見る、新水路を通航するコンテナ船とタグボート    

（写真：（写真：（写真：（写真：弊社社員の現地視察弊社社員の現地視察弊社社員の現地視察弊社社員の現地視察））））    
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港でも 2016 年は記録更新のペースで荷動きが

活発になっています。このような物量増加を見

越して、米国東海岸では大型船へ対応するため

の港湾設備投資が活発化しています。 

米国東海岸に位置するバージニア州では、総

事業費 14 億ドル（約 1,600 億円）の Atlantic 

Gateway Project を打ち出し、道路・鉄道のイン

フラ整備に注力することを発表しました。米国東

海岸には南北全体を縦断する Interstate 95（州

間高速道路 95 号）がありますが、バージニア州

北部を通過する区間はボトルネック地点となっ

ており、渋滞解消を中心とする道路整備が進め

られます。また、Interstate 95 に沿う形で鉄道網

の整備も行われます。新たなインフラ整備によってバージニア州のみならず、米国東海岸全体の物

流円滑化と経済活性化が期待されています。 

北米メキシコ湾岸では、ヒューストンが注目を集めております。米国南部に位置するテキサス州で

は、ここ 10 年で 100 以上の石油化学事業が立ち上がると見込まれており、その総事業規模は 500

億ドル（約5.8兆円）にものぼります。テキサス州ヒューストンが、まさにその輸出入の玄関口となるわ

けです。石油化学製品を原料として輸入する太平洋側の南米諸国およびアジアは、西海岸の港を使

わずに、新パナマ運河を利用してのヒューストンからの輸出が中心となるかもしれません。 

 

3333. . . . LNGLNGLNGLNG 船船船船/LPG/LPG/LPG/LPG 船の通航と米国シェールオイル船の通航と米国シェールオイル船の通航と米国シェールオイル船の通航と米国シェールオイル 

2016 年 12 月、OPEC と非加盟国の主要産油国が減産合意したことを受けて、原油相場が上昇基

調にあります。また、米国のシェールオイルは生産コストが高いと言われていましたが、技術革新に

より生産性が向上しています。このような背景から、今後、米国からのシェールオイルの輸出が増え

ていくことが予想されています。シェールオイルの輸出増加と相まって、従来大半の LNG 船/LPG 船

が通航できなかったパナマ運河が、拡張工事後は通航可能となったことでパナマ運河の利用が益々

増えていくことが予想されます。日本企業も米国産 LNG の調達を発表しており、ルイジアナ州のター

ミナルから LNG 船に積載、パナマ運河を経由して日本に 2017 年 1 月初旬頃の到着を予定していま

す。          

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

  本 Topics に関するお問い合わせ、ご意見、ご感想等ございましたら、弊社営業担当までお寄せください。編集にあたっては万全の注意を行って 

いますが、本 Topics 情報の正確性を保証するものではなく、これにより生じたいかなる損害に対して弊社は一切の責任を負わないものとします。 

 
船舶・貨物・運送の保険の情報サイト「マリンサイト」 

http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/hojin/marine_site/index2.html 
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